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最
近
、川
内
港
に
行
き
ま
し
た
か
。

　
よ
く
行
か
れ
る
方
の
中
に
は｢

川
内

港
に
出
現
し
て
消
え
て
い
っ
た
あ
の
白

く
て
大
き
な
物
体
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
今
、
一
体
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
」と
不
思
議
に
思
わ
れ
て
い
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
謎
の
物
体
の
正
体
も
含
め
、
今

回
は
川
内
港
や
そ
の
周
辺
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

　
本
市
の
西
部
、
東
シ
ナ
海
に
注
ぐ
川
内

川
の
河
口
部
に
あ
る
川
内
港
で
は
、
現
在
、

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
国
直
轄

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
内
港
の
概
要

　
川
内
港
は
港
湾
法
に
お
け
る
重
要
港
湾

で
あ
り
、
鹿
児
島
県
北
西
部
の
海
上
輸
送

の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
地
理
的
に
有
利

な
位
置
関
係
に
あ
り
、
韓
国
な
ど
と
の
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
週
５
便
で
運
航
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
近
年
の
取
扱
量
は
、
木
材
チ
ッ
プ
や

紙
・
パ
ル
プ
製
品
を
中
心
に
外
貿
、
内
貿

合
わ
せ
て
約
１
２
０
万
ト
ン
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

木
材
輸
出
の
増
加

　
近
年
、
海
外
で
の
木
材
需
要
と
北
薩
地

域
に
お
い
て
伐
期
を
迎
え
た
木
材
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
平
成
27
年
か
ら

原
木
輸
出
量
が
急
増
し
て
お
り
、
令
和
４

年
速
報
値
で
は
、
全
国
３
位
の
輸
出
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
令
和
４
年
財
務
省
貿

易
統
計
よ
り
（
税
関
名
：
川
内
））

■
整
備
概
要

【
総
事
業
費
】
約
１
６
０
億
円

【
事
業
期
間
】
令
和
３
年
度
～

　
　
　
　
　 

令
和
９
年
度

【
国
が
整
備
す
る
施
設
】

岸
壁
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
（
耐
震
））

泊
地
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
）

航
路
・
泊
地
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
）

【
県
が
整
備
す
る
施
設
】

ふ
頭
用
地
・
荷
役
機
械

川
内
港
港
湾
計
画
の
改
訂
と
新
た

な
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

　
こ
う
し
た
林
産
品
の
輸
出
増
加
な
ど
に

伴
う
船
舶
大
型
化
に
対
応
す
る
た
め
、
令

和
元
年
１１
月
に
平
成
元
年
以
来

３０
年
ぶ
り

に
川
内
港
港
湾
計
画
が
改
訂
さ
れ
、
川
内

港
唐
浜
地
区
に
新
た
に
延
長
２
３
０
メ
ー

ト
ル
、
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
の
耐
震
強
化
岸

壁
な
ど
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、｢

川
内
港
唐
浜
地

区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
」
が

国
の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
唐
浜
地
区

で
新
た
な
岸
壁
な
ど
の
整
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

事
業
の
効
果

　
こ
の
事
業
が
完
成
す
る
と
、
新
た
な

岸
壁
に
３
万
ト
ン
級
の
大
型
船
舶
が
入

港
可
能
と
な
り
、
原
木
な
ど
の
林
産
品

の
輸
出
拡
大
や
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化

に
も
対
応
可
能
と
な
る
た
め
、
物
流
の

効
率
化
や
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
強
化
岸
壁
と

な
る
こ
と
で
、
被
災
時
に
も
川
内
港
を

利
用
し
た
海
上
輸
送
が
可
能
と
な
り
、

背
後
企
業
の
事
業
継
続
に
寄
与
す
る
他
、

近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ

ま
す
。
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～川内港 謎の大きな
～川内港 謎の大きな

物体 (ケーソン ) 編～
物体 (ケーソン ) 編～

　で
も
、
川
内
港
の
岸
壁
の
水
深
が
浅
く
て
大
型

の
原
木
運
搬
船
が
入
港
で
き
な
い
こ
と
や
、
原
木

置
き
場
と
な
る
ヤ
ー
ド
の
不
足
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
ん
だ
っ
て
。

　こ
の
白
く
て
大
き
な
物
体
の
正

体
は
耐
震
強
化
岸
壁
の
本
体
部
分

＝
ケ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

▲白くて大きな物体の正体　耐震強化岸壁の本体部分＝ケーソン
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ま
た
、
久
見
崎
地
区
で
は
、
川
内
港

臨
海
ゾ
ー
ン
の
新
た
な
産
業
用
地
と
な

る
「
川
内
港
久
見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
」

が
、
令
和
５
年
１１
月
に
１
工
区
が
完
成

し
、
２
工
区
に
つ
い
て
も
令
和
５
年
度

中
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
新
た

な
産
業
拠
点
が
創
出
さ
れ
、
川
内
港
臨

海
ゾ
ー
ン
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
川
内
港
唐
浜
地
区
国
際

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
を
循
環
経

済
・
産
業
拠
点
の
創
出
に
お
け
る
重
点

施
策
と
位
置
付
け
、
関
係
団
体
と
一
致

団
結
し
て
、
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い

完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲ケーソンを海上に運搬する様子

▲上空から見たケーソン

▲「サーキュラーパーク九州」構想

▲川内港久見崎みらいゾーン

▲海底に仮置きされたケーソン　

工
事
現
場
の
状
況

　
岸
壁
は
、
高
さ
約
１５
メ
ー
ト
ル
、
幅

２０
メ
ー
ト
ル
、
重
量
が
約
１
３
０
０
ト

ン
の
ケ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
箱
１５
個
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
１０
月
、
陸
上
で
製
作
さ
れ
た

８
個
の
ケ
ー
ソ
ン
が
、
大
型
ク
レ
ー
ン

船
に
よ
り
海
上
に
運
搬
さ
れ
、
海
底
へ

の
仮
置
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
残
る
７

個
も
今
後
順
次
製
作
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
令
和
９
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
の
強
化

　
一
方
、
川
内
港
周
辺
で
は
、
高
規
格
道

路
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、
熊
本
県
八
代

市
か
ら
本
市
を
経
て
鹿
児
島
市
に
至
る
高

規
格
道
路
で
あ
り
、
現
在
、
阿
久
根
川
内

道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

道
路
に
よ
り
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

と
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
一
体
と
な
っ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
川
内
港
か
ら

鹿
児
島
県
・
熊
本
県
の
都
市
圏
へ
の
円
滑

な
物
流
の
実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
川
内
港
か
ら
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
を
経
由
し
、
北
薩
横
断
道
路
ま

で
を
結
ぶ
「
川
内
宮
之
城
道
路
」
構
想
も
、

令
和
５
年
８
月
に
初
の
決
起
大
会
が
開
催

さ
れ
、
実
現
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
実
現
す
る
と
、
陸
と
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
格
段
に
充
実
し
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

■
高
ま
る
川
内
港
へ
の
期
待

　
令
和
４
年
以
降
、
本
市
や
さ
つ
ま
町
に

生
産
拠
点
を
置
く
大
手
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
、

川
内
港
を
利
用
し
た
海
外
輸
出
を
開
始
し

ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

へ
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
県
外
へ
陸
送
し
て
い
た
輸
送
を
、

川
内
港
を
利
用
し
た
海
上
輸
送
へ
切
り
替

え
る
動
き
が
見
ら
れ
、
地
域
か
ら
の
川
内

港
へ
の
期
待
は
日
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
循
環
経
済
・
産
業
拠
点
の
創
出

　
九
州
電
力
の
川
内(

火
力)

発
電
所

跡
地
で
は
、
資
源
循
環
の
拠
点
と
し
て

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
」
構
想
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
７
月

２６

日
に
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
株
式

会
社
が
設
立
、
同

３１
日
に
本
市
と
立
地
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

 

川
内
港
周
辺
で
は
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
？

至　阿久根市

国道３号

川内川

船間島工業団地

川内原子力発電所

（仮称）湯田西方ＩＣ

薩摩川内水引ＩＣ

川内港唐浜地区
国際物流ターミナル整備事業

サーキュラーパーク九州
（川内（火力）発電所跡地）

川内港久見崎みらいゾーン

南九州西回り
自動車道

薩摩川内高江ＩＣ至　いちき串木野市

川内宮之城道路
（将来構想）

至　さつま町（北薩横断道路）

南九州西回り自動車道
「阿久根川内道路」


